Express サーバや添付のソフトウエアの特長、導入の際に知っておいていただきたい事柄について説明し 
ます。また、セットアップの際の手順を説明しています。ここで説明する内容をよく読んで、正しくセツ 
トアップしてください。 


Express サーバの特長 (一 2ページ） . Express サーバの特長や添が（または別売品)のソ 

フトウエアおよびを種オプションとソフトウエア 
の組み合わせじよって実現できるシステム管理の 
ための機能について説明しています。 


導入にあたって（一7ページ） . Express サーバをご利用されるシステムを構築す 

る際に知っておいていただきたい事柄や、参考と 
なる了 ドバイスが記載されています。 

お客様登録(一13ページ） . お客様登録の方法について説明しています。 

Express 5800シリーズ製品に関するさまざまな 
情報を入手できます。ぜひ登録をしてください。 

セットア、ソプを始める前じ(^14ぺージ） . セットアップの順唐を説明します。お使いになる 

オペレーティングシステムや購入時の本体によっ 
てもセットアップの方法は異なります。 

Windows 2000のセットアップ(一16ページ） . Windows 2000で運用する場合のシステムの 

セツトアップの方まじついて説明しています。 


Windows NT 4.0のセツトアップ(一34ぺージ) 


Windows NT 4.0で運用する場合のシステムの 
セットアップの方法について説明しています。 












Express ヴーバの特長 


お買い求めじなられた Express サーバの特長を次に示します。 



性能 


• Intel® Xeon™ Processor MP 搭載 


N8 100-760 


1.40 GHz/ 己 12K 目 




- N 8100 -761: 1.50 GHz/ 日 12K 目 
-N8 100-762: 1.60 GHz/ 1 MB 
高速メモリアクセスの DR 200規格イン 
ターリーブ方式） 

高速1 000BASE-T/1 00 BASE-TX/ 

1 0BASE-T インタフェース （ 1 Gbps/ 
100 Mbps/10Mbps 対応 x1 (ポート 2) 、 

100 Mbps/ 1 0Mbps 対応X1(ポート1 )) 
高速 SCSI アクセス （Ultra 160 SCSIx2) 


信頼性 


豊富なのオプションス□ット 

- 32-bit - 33MHz PCI バス： 2ス□、ソト 

- 64-bit -100 MHz PCI-X バス： 6ス□、ソト（このうち4ス□、ソ 
卜はホ、ソトプラグ対応） 

最大1 2GB の大容量メモリ 

最大4マルチプ□セ、ソサまでアップグレード巧能 

リモートパワーオン機能 

豊富な SCSI 装置の接続パターン 

最大日台までの八ードディスクドライブを搭載可能（ホットス 
ワップ対応） 

USB 対応 (Windows NT 4.0 では対応したドライバが必要） 


メモリ監視機能 （1 ビットエラー訂正/2ビットエラー 
檢お） 

メモリ/ CP U 縮退機能(障害を起こしたデノ \'イスの論 
理的な切り離し） 

バスパリティエラー橫化 
温度お知 

内蔵ファン◎転監視機能 
内部電圧監視機能 

電源ユニットの冗長機能(ホ、ソトスワップ対応） 
ディスクアレイ（オプションでサポート） 

オートリビルド機能(ホ、ソトスワップ対応） 

目 I0S パスワード機能 

フ□ントべゼルじよるセキュリティ□ツク 


0ぐに使える 


Microsoft® Windows® 2000日本語版インストール 
済み（ビルド•トゥ-オーダーの場合） 

八ードディスクと電源ュニットはケーブルを必要と 
しないワンタッチ取り付け（ホ、ソトスワップ対応） 


胃富な機能搭載 


• グラフィックスアクセラレータ 「RAGE XL」 探用 
♦曰 Torito Bootable CD-ROM(no emulation 
mode) フォーマットをサポート 
• POWER スイ、ソチマスク 



• ESMPR0 プロダクト 

• MWA (Management Workstation Application) 
• ディスクアレイユーティリティ（数種類） 


守機能 

• オフライン保守ユーティリティ 
• DUMP スイ、ソチによるメモリダンプ機能 


• ソフトウェア Power Off 
• リモートパワーオン機能 
• AC-UNK 機能 

参インテリジェント-プラットフォーム-マネー 
ジメント-インタフェース （IPMI) 

• ベースボード-マネージメント-コント □- ラ 

(BMC) 

• コンソールレス機能 

回己診断機能 

• Power On Self-Test (POST) 

• システム彰断 (T&D) ューティリティ 


胃電力機能 

スリープ機能 (Windows 2000のみ) 


利なセットアップユーティリティ 

• EXPRESS 目 ULDER (システムセットアップユーティリティ） 

• ExpressPicnic (セットアップパラメータ FD 作成ユーティリティ） 
参 SETUP 旧10 S セットアップユーティリティ） 

• SCSISe/e び (SCSI デバイスユーティリティ） 
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Express サーバでは、高い信頼性を確保するためのさまざまな機能を提供しています。 

各種リソースの冗長化や、ディスクアレイなどといった八ードウエア本体が提供する機能 
と、サーバ本体に添付されている ESMPRO などのソフトウエアが提供する監視機能との連 
携により、システムの障害を未然に防止または早期に復旧することができます。 

また、停電などの電源障害からサーバを守る無停電電源装置、万一のデータ損失に備えるた I 
めのバックアップ装置などといったを種オプション製品により、さらなる信頼性を磕保する " 
ことができます。 ^ 
を機能はそれぞれじ(下の八ードウエアおよびソフトウエアにより実現しています。 A 


管理分野 

必要な八ードウエア 

必要なソフトウェア 

サーバ管理 

サーバ本体機能 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

MWA (Management Worksta ¬ 
tion Application ) 

ストレージ管理 
• ディスク管理 

参バックアップ管理 

ディスクアレイコント□-ラ* 

DAT / DLT / AIT / LTO など* 

ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO/ServerAgent 

Power Console Plus 

GAM (Global Array Manager ) 

NT バックアップツール 

ARCserve for Windows NT * 

目 ackupExec *、 NetBackup * 

電源管理 

無停電電源装置 ( UPS )* 

ESMPRO/UPSController 
PowerChute plus 本 
(を）無停電電源装置により、使 
用するソフトウェアが異な 
ります。 

ネットワーク管理 

100 BASE - TX 接続ボード 

ESMPRO / Netvisor * 


* オプション製品 


サーバ管理 

Express サーバはシステムボード上に標準でシステム監視チップを搭載しており、サーバに 
内蔵されているじ(下のを種リソースを監視します。これらの八ードウエア機能と Express 
サーバ管理用ソフトウエア rESMPRO/ServerManager」、 「ESMPRO/Se「ve「Agent」が連 
携し、サーバの稼動状況などを監視するとともじ万一の障害発生時にはただちに管理者へ通 
報します。 


監視対象 

機能 

CPU 

マルチプ□セ、ソサ構成時(こおける CPU 故障時の縮退機能/稼動監視機 
能、 CPU 負荷率の監視機能/高負荷のそ防機能 

メモリ 

メモリ故障時の縮退運転機能、 ECC メモリビットエラー橫化/訂正機 
肯 g 、 メモリ使用率の管理機能 

冷却ファン 

ファン稼動状態の監視機能 

電源ユニット 

電源ユニット状態監視機能 

温度 

温度監視機能、温度異常時の起動抑止/停止機能 

電圧 

電圧監視機能、電圧異常時の起動抑止 

オペレーティングシステム 

ウォッチドッグタイマじよる 0 S ストール監視機能 

サーバ電源 

電源スイッチ OFF (こよるシャットダウン機能、シャットダウン後の自 
動電源 OFF 
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また、 MWA(Management Workstation Application ) により、サーバ上でオペレーテイン 
グシステムが稼動していない状態でのリモート操作/保守を管理 PC から行ったり、リモート 
パワーオン機能じより、リモートの PC 上から Express サーバの電源を投入したりすることが 
できます。 

^1： ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgen し MWA (Management Workstation 
I ヒン jT l Application ) は、 Express サーバに標準で添付されています。 

各ソフトウてアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウてアの説明を参照してくださ 

い。 


ストレージ管理 

大容量のストレージデバイスを搭載-接続できる Express サーバを管理するために次の点に 
ついて留意しておきましょう。 

ディスク管理 

八ードディスクの耐障害性を高めることは、直接的にシステム全体の信頼性を高めることじ 
つながると言えます。 Express サーバが提供するディスクアレイコント□—ラ（オプション） 
を使用することにより、八ードディスクをグループ化して冗長性を持たせることでデータの 
損失を防ぐとともに、八ードディスクの稼働率を向上することができます。 

また 、 Global Array Manage 「（ rGAM 」 と略します）または Power Console Plus ( AMI ディ 
スクアレイコント日ーラ用管理ソフトウエアです）と ESMPRO / ServerManager 、 
ESMPRO / ServerAgent との連携により、ディスクアレイの状況を卜ータルに監視し、障害 
の早期発見や予防措置を行い、八ードディスクの障害に対して迅速に対処することができま 
す。 


ディスクアレイコント 
□ーラの機能 

機能の概要 

Mylex ディスクアレイ 
コント □ —ラ 

AMI ディスクアレイ 
コント □ —ラ 

レベル 

RAID0、 1、5、0+1の各 RAID 
レベルをサポート 

RAID 0、1、5、10、50の各 RAID 
レベルをサポート 

ホ、ソトプラグ 

システムが稼働している状態で八ードディスクなどのデバイスを交換 
することができまず。 

オートリビルド 

故障した八ードディスクを新品の八ードディスクに交換した後、残り 
の八ードディスクのデータか6故障した八ードディスクが持っていた 
データを自動的に復元します。 

エキスパンドキャパシティ 

稼働中のシステムを停止するこ 
となく八ードディスクの増設を 
することにより、ディスクアレ 
イの使用可能領域を自動的にお 
張しまず。 

稼働中のシステムを停止ずること 
なく八ードディスクの増設をする 
ことにより、ディスクアレイの使 
用可能領域や論理ドライブを自動 
的に拡張しまず。 


Pl ： その化、 Mylex ディスクアレイコントローラ用ソフトウェアとして、自動クリーンアップ 
I ヒント I ツール 、 Array Recovery Tool ( ART ) も提供しています。 

AMI ディスクアレイコントローラ用ソフトウェアは Power Console Plus のみです 。 Power 
Console Plus は自動クリーンアップツールと一部同じ機能を持っています ( ART と同等の機 
能はありません）。 

ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgen し Power Console Plus、Global Array 
Manager ( GAM ) 、自動クリーンアップツール、 ART は、 Express サーバに標準で添付され 
ています。ソフトウェアのインストール方まや使用方まは、各ソフトウてアの説明を参照し 
てください。 
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バックアップ管理 

定期的なバックアップは、不意のサーバのダウンに備える最も基本的な対応です。 

Express サーバには、データバックアップ用の大容量記憶装置と自動バックアップのための 
各種ソフトウェアが用意されています。容量や転送スピード、バックアップスケジュールの 
設をなど、ご使用じなる環境に合わせて利用して<ださい。 


デバイス名 

説明 

DAT 

高性能、大容量なうえ、標準規格としての互換性も備えており、広<利用されている 
バックアップメディア。最大 12 GB のデータバックアップが可能。ル〜中規模システ 
ム向け。 

DLT 

最大3日 G 目のデータバックアップが巧能。基幹業務等大規模システム向けの高性能バ 
、ソク アップ装置。 

AIT 

最大2日 G 目のデータバックアップが可能。中規模システム向け。 



導 

入 

編 





アプリケーション名 

説明 

NTBackup(OS 標準） 

Windows 2000 /Windows NT 標準のバックアップツール。 

単体バックアップ装置に単純なバックアップを行う時(こ使用。 

ARCserve 

(コンピュータ.アソシエイツ社） 

国内で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
スケジュール運用巧能。集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどじ対応可能。 

BackupExec (ベリタス社） 

米国で最もポピュラーな PC サーバのバックアップツール。 
NTBackup と同ーテープフォーマットを使用。 

スケジュール運用巧能。集合バックアップ装置、 D 目オンライン 
バックアップなどに対応可能。 

NetBackup (ベリタス社） 

異種プラ、ソトフォーム環境で統合的な制御/管理を実現し 
た、 BackupExec の上位レベルバックアップツール。基幹業務な 
ど大規模システムまで対応。オープンファイルバックアップ、 
Disaster Recovery を標準サポート。 D 目オンラインバックアップ 
などに対応可能。 




ARCserve (コンピュータ•アソシエイツ社) 


己 





















































BackupExec (ベリタス社) 



NetBackup ( ベリタス社 ) 


電源管理 

商用電源のトラブルは、サーバを停止させる大きな原因のひとつです。 

停電や瞬断に力□え、電圧低下、過負荷配電、電力設備の故障などがシステムダウンの要因と 
なる場合があります。 

無停電電源装置 ( UPS ) は、停電や瞬断で通常使用している商用電源の電圧が低下し始める 
と、自動的にバッテリから電源を供給。システムの停止を防ぎます。システム管理者は、そ 
の間にファイルの保存など、必要な処理を行うことができます。さらに電圧や電琉の変動を 
巧え、電源装置の寿命を延ばして平均故障間隔 ( MTBF ) の延長にも貢献します。また、スケ 
ジュール等によるサーバの自動-無人運転を実現することもできます。 

Express サーバでは、 NEC 社製多機能 UPS ( l - UPSPro ) と、 APC 社製 Sma け- UPS の2種類の 
無停電電源装置を提供しており、それぞれ ESMPRO / UPSController 、 PowerChute 戶 / las で 
管理-制御します。 


ネットワーク管理 


ESMPRO / ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent を使用することにより 、 Express 
サーバに内蔵されている LAN カードの障害や、回線の負荷率等を監視することができます。 
また、別売の ESMPRO / Netvisor を利用することじより、ネットワーク全体の管理を行うこ 
とができます。 
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導入に友たつて 

Express サーバを導入するにあたって重要なポイントじついて説明します。 

システム構築のポイント 

実際にセツトアップを始める前に、 JU 下の点を考慮してシステムを構築してください。 


運用方法の検討 

「 Express サーバの特長」での説明のとおり、 Express サーバでは 
運用管理-信頼性に関するろくの八ードウェア機能や添付ソフ 
トウェアを備えています。 

システムのライフサイクルの様々な局面において、「を八ード 
ウェア機能および添付ソフトウェアのどれを使用して、どのよ 
うに運用するか？」などを橫討し、それに合わせて必要な八ード 
ウェアおよびソフトウエアのインス I ル/設をを行ってくださ 
い。 


稼動が況-障害の監視および保守 

Express サーバにネ票準でミ！がされた 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」、「 ESMPRO / 
56^6「八96が」を利用することによリ、リモートからサーバの稼動状ミ兄や障害の監視を行 
い、障害を事前に防ぐことや万一の場合に迅速に対応することができます。 

Express サーバを運用する際は、 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 、 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
を利用して、万一のトラブルからシステムを守るようムがけてください。 



なお、 Express サーバに障害が発生した際に、 NEC フィールディング(株)がアラーム通報を 
受信して保守を行う「エクスプレス通報サービス」を利用すれば、低コストで Express 5800シ 
リーズの障害監視.保守を行うことができます。 
r エクスプレス通報サービス」をご利用することもご橫討ください。 





導入編 
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システムの構築-運用にあたっての留意点 

システムを構築-運用する前に、次の点について確認してください。 


出荷時のげ態を確認しましょう 

お買い求めになられた Express サーバを導入する前に、 Express サーバの化荷時の状態を磕 
認しておいてください。 

• システムやオペレーティングシステムのインス I -ール状態について 


Express サーバでは、ごを文により化荷時の状態に次の2種類があります。 


出荷時のモデル 

説明 

カスタムインストール 

ビルド-トゥ-才ーダーにて Windows 2000インストールを指 
定された場合。 

未インストール 

ディスクレスモデルを購入され、ビルド•トゥ•オーダーによ 
る OS のインストールを希望されなかった場合。 


出)荷時のオペレーティングシステムのインス!-ール状態じより、必要なセットアップ作 
業が異なります。14ページの説明に従ってセツトアップを行ってください。 


• パーテイシヨン構成について 

Express サーバでは、セツトアップすると1台目のディスクの先頭に保守用の領域(保守 
用パーティション）が自動的に作成されます。 



保守用ノ くーティシヨン(約1 6 MB ) 

Express サーバの保守ユーティリティが格納されています。また、 EXPRESSBUILDER でのセット 
アップ時に作業領域としても利用されます。オペレーティングシステムか6は r 不明な領域」またはド 
ライブレターがアサインされていないボリュームラべル rMAINTE _ P 」 や 「 E に A ユーティリティ」の FAT 
パーティシヨンとして認識されます。 

Pl ： 出荷時にオペレーティングシステムがインストールされていない場合は、保ず用パー 
r^^TFI テイシヨンは作成されていません。 EXPRESSBUILDER を使ってセットアップをすると 

自動的に保ず用パーテイシヨンを作成することができます。 
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セットアップの手順を確認しましょう 

システムを構築するにあたり、 Express サーバのセットアップは必要不可欠なポイントで 
す。 

Express サーバのセットアップを始める前にセットアップをどのような順唐で進めるべきか 
十分に橫討してください。 

必要のない手順を含めたり、必要な手順を省いたりすると、システムの構築スケジュールを 
狂わせるばかりでなく、 Express サーバが提供するシステム全体の安定した運用と機能を十 
分に発揮できなくなります。 

1. 運用方針と障害巧策の検討 

Express サーバのハードウェアが提供する機能や探用するオペレーティングシステムに 
よって運用方針やセキュリティ、障害への対策方法が異なります。 

「 Express サーバの特長 (2 ページ)」に示す Express サーバの八ードウェアやソフトウェア 
が提供する機能を十分に利用したシステムを構築できるよう橫討してください。 

また、システムの構築にあたり、ご契約の保守サービス会社および弊社営業担当にご相 
談されることもひとつの手だてです。 

2. 八ードウェアのセットアップ 

Express サーバの電源を ON にできるまでのセットアップを磕実に行います。この後の r シ 
ステムのセットアップ」を始めるためじ運用時と同じ状態にセットアップしてください。 
詳しくは、14ページに示す手順に従ってください。 

八ードウェアのセットアップには、オプションの取り付けや設置、周辺装置の接続に化 
えて、内部的なパラメータのセットアップも含まれます。ご使用じなる環境に合わせた 
パラメータの設をはオペレーティングシステムや管理用ソフトウェアと連携した機能を 
利用するために大切な手順のひとつです。 

3. システムのセットアップ 

オプションの取り付けや BIOS の設定といった八ードウェアのセットアップが終わった 
ら、八ードディスクのパーティションの設定やディスクアレイの設定、オペレーティン 
グシステムや管理用ソフトウェアのインス I -ールに進みます。 

く初めてのセットアップの場合> 

初めてのセットアップでは、お客様がミま文の際に指をされたインストールの状態に 
よってセットアップの方法が異なります。 

「カスタムインストール」を指定して購入された場合は、 Express サーバの電源を ON 
にすれば自動的にセットアップが始まります。セットアップの途中で表示される画面 
のメッセージに従って必要事項を入力していけばセットアップは完了します。 

「ホインス I -- ル」にて購入された場合は、添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 が 
提供する自動セットアップユーティリティ「シームレスセットアップ」を使用します。 
シームレスセットアップでは、はじめにセットアップに必要な情報を選択-入力する 
だけであとの作業はシームレス（切れ目なく）で自動的に行われます。 


導入編 
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く再セツトアップの場合> 


シームレスセットアップを使用してください。煩雑な作業をシームレスセットアップ 
が代わって行ってくれます。 

[インス I ルする 0 S によってシームレスセットアップの手順び少しだけ変わります] 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版似降 、 [Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版 ( W 降 、 [Windows 2000」 
と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版化 i 降 、 「Windows NT 4 .0」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ⑤ Server 4.0 ，Enterprise Edition 日本語版 （ W 降、 
「Windows NT 4.0 EE 」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Terminal Server Edition ( JU 降 、 「Windows 
NT 4.0 / TSE 」 と呼ぶ） 

その他の OS をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお 
問い合わせください。 

「Windows 2000」、および 「Windows NT 4.0 」、 「Windows NT 4.0 EE 」 では、デイス 
クアレイの設定から管理用ソフトウエアのインス I -ールまでの作業をシームレスセット 
アップが行います。 

[Windows NT 4.0 / TSE 」 では、ディスクアレイの設定から保守用パーティシヨンの作成 
までをシームレスセットアップが行います。 W 降の作業 ( OS のインストールや設定など) 
はマニュアルで行います。詳しくは r マニュアルセットアップ」 (52 ページ)をご覧くださ 
い。 

Express サーバ固有のセットアップは ( OS を除く）、シームレスセットアップが代わりに 
行ってくれます。セットアップでは、シームレスセットアップを利用することをお勧め 
します。 


4. 障害処理のためのセットアップ 

障害が起きたときにすぐに原因の見極めや解巧ができるよう障害処理のためのセット 
アップをしてください 。 Windows 2000や Windows NT じ関しては、本書で説明してい 
ます。 


日.管理用ソフトウェアのインス!-ールとセットアップ 

出)荷時にインス I -ール済みの管理用ソフトウェアや、シームレスセットアップやマニュ 
アルでインス I -ールしたソフトウェアをお使いになる環境にあった状態にセットアップ 
します。また、 Express サーバと同じネットワーク上にある管理 PC じインス!-ールし、 
Express サーバを管理-監視できるソフトウェアもあります。併せてインス I -ールして 
ください。詳しくは r ソフトウェア編」をご覧ください。 

目.システム情報のバックアップ 

保守 ユーティリティ「オフライン 保守 ユーティリティ」を 使って Express サーバのベース 
ボード上にある設を情報のバックアップを作成します。ベースボードの故障などによる 
パーツ交換後にじ(前と同じ状態にセットアップするためじ大切な手順です。詳しくは33 
ページをご覧ください。 



各運用管理機能を利用するにあたって 


Express サーバで障害監視などの運用管理を行うには、 Express サーバに添がされた 

ESMPRO/ServerAgen し£31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「または別売の同ソフ トウェアが 必要 

となります。 

この後で説明するセットアップ手順またはソフトウェアの説明書(別売の場合)じ従ってをソ 

フトウェアのインス I -ールおよび必要な設定を行ってください。 

を運用管理機能を利用する際には、 W 下の点にごを意ください。 

ヴーノ（管理機能を利用するにあたって 

• CPU / メモリ縮退機能を利用する場合や CPU やメモリを交換した場合は、 BIOS のコン 
フィグレーシヨンが必要です。「システム目 103(1 85ぺージ）」を参照して 「Processor 
Settings 」 や 「Memory Configuration 」、 rAdvanced 」 のを項目を設定してください。 

♦ サーバのをコンポーネント （ CPU / メモリ/ディスク/ファン)の使用状ミ兄の監視やオペレー 
ティ ング システムのストール監視な ど、 監視項目によっては E SMPR 0/ 
ServerManager 、 ESMPRO / ServerAgent でしきい值などの設定!が必要になります。詳 
細は、をソフトウェアに関する説明やオンラインヘルプなどを参照してください。 

ストレージ管理機能を利用するにあたって 

ディスクアレイシステムの管理を行うには、ディスクアレイコント□ーラボード（オプシヨ 

ン）と ESMPRO / ServerAgent に力□えて次のソフトウェアが必要です。 

• AMI ディスクアレイシステムを使用する場合 

- Power Console Plus をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」 
の 「Power Console Plus けーバ)」の説明じ従って Power Console Plus けーバ）を 
インストールしてください。 

— Mylex ディスクアレイシステム用の Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアッ 
プツールは動作しませんが、自動クリーンアップツールと同様の目的の機能が 
Power Console Plus の機能の一部として提供されています。 AMI 製ディスクアレイ 
システムを構築する際は、ディスク稼働率や予防保守性を高めるためにも、本機能 
も併用されることをお勧めします（オンラインド车ュメント 「Power Console Plus 
ユーザーズマニュアル」の「定期的なチェックコンシステンシの実施」を参照してく 
ださい）。 

• Mylex ディスクアレイシステムを使用する場合 

- GAM Server をインストールしておく必要があります。「ソフトウェア編」の 「Global 
Array Manager ( GAM )」 の説明に従って GAM Server をインス I ―ルしてください。 

- Array Recovery Tool ( ART ) や自動クリーンアップツールを併用することにより、 
さらに、ディスク稼働率や予防保守性を高めることができます。 Mylex 製ディスクア 
レイシステムを構築する際は、 ART や自動クリーンアップツールも一緖にご利用さ 
れることをお勧めします。 
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• バックアップファイルシステムを使用する場合 

DAT 装置を使用する場合は、クリーニングテープを使って定期的にへ、ソドを清掃するよ 
うムがけてください。ヘッドのミちれはデータの読み書きエラーの原因となり、データを 
正しくバックアップ/リストアできなくなります。テープドライブやテープの状態を監視 
する r テープ監視ツール」を使用することをお勧めします。テープ監視ツールについては 
「ソフトウェア編」を参照してください。 

電源管理機能を利用するにあたって 

• 無停電電源装置 （ UPS ) を利用するには、専用の制御用ソフトウェア （ ESMPRO / 
UPSController 、 PowerChute 戶心ぶまたは、オペレーティングシステム標準の UPS サー 
ビスのセッ トアップが必要です。 

• 無停電電源装置を利用する場合、自動運転や停電回復時のサーバの自動起動などを行う 
じは BIOS の設をが必要です。「システム BIOS (185 ページ)」を参照して、 「 Server 」 メ 
ニューにある 「 AC - LINK 」 の設ををご使用になる環境に合った設定に変更してください。 



お客様登録 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しております。添付の「お客様登 
録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センターまでご返送いただくか 、 Club Express の 
インターネ 、ソ トホームページ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

にてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまじは、ご希望により Express 5800シリーズをご利用になる上で役立つ情 
報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club Express のインターネットホーム 
ページにて紹介しております。是非、ご覧ください。 


導入編 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めます。 


M-O ビルド.トゥ-才ーダにて Windows 
2000インス I ルを指定した場合 
は、 Express ヴーバ本体に Windows 
2000のプ□ダクトキーび記載された 
ID ラベルび貼りつけ5れています。 
Windows 2000のセットアップや再 
インス I -ール時に必ず必要な情報で 
す。剔びしたりミちしたりしないようま 
意してください。ちし剔びれたりミちれ 
たりして見えなくなった場合はお買い 
求めの販売店または保守サービス会社 
に連絡してください。あ5かじめプロ 
ダクトキーの番号をメモし、他の添付 
品といっしよにメモを保管されること 
をお勧めしまず。 


/ 

Windows 2000 Server 



f Product Key: ， 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000 -000-000-00 日 ノ 




次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1. ラックを設置する。（一78ページ） 

2 . 別途購入したオプションを取り付ける。（一121ページ） 

Windows 2000 /Windows NT 4.0 をお使いの環境で々のオプションを増設した場合は、 OS の起 
動後に次の操作を行ってください。 

- DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」を設をし直してください。 

Windows 2000については29ぺージを 、 Windows NT 4.0 については46ぺージを参照してく 
ださし、。 

- Windows 2000で運用している Express サーバを 1 CPU から 2 CPU に増設した場合は、デバイ 
スマネージャの「コンピュータ」のドライバを 「 ACPI マルチプロセッサ PC 」 に変更し、画面の 
指示に従って再起動後、システムのアップデート (33 ページ)を行ってください。 

3. Express サーバをラック(こ取りがける。（一78ぺージ） 

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバ(こ接続する。（一92ペー 
ジ） 

己. 添付の電源コードを Express サーバと電源コンセントに接続する。（一92ページ） 

巨. Express サーバの構成やシステムの用途(こ応じて BIOS の設定を変更する。 

188ページ(こ示す設定例を参考じして < ださい。 



使用ずる OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ.アンド. 
プレイをサポートずるかどうかなどの項目もありまず。また、日付や時間び正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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システムのセツトアツ 



八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 


障害処理のためのセット 
アップ (Windows 2000) 

29 ぺージ 

障害処理のためのセット 
アップ (WindowsNT 4.0、 
Windows NT Server 

4.0, Enterprise Edition ) 

46 ぺージ 


システム情報のバック 

33ぺージ 

アップ 



セツトアップ完了 


シームレスセットアップの保守用パーテイシヨンの 
作成-保守用各種ユーテイリテイのインストールまで 
が行われます。 
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カスタムインス1-ール 
モデルのセットアップ 

1巨ぺージ 

(Windows 2000) 



再インス I -ールです 


■ WindowsNT 4.0 /TSE 




スタート 


八ードウエアのセツトアップ 14ページ 


購入後、初めてのセットアップですか？ 


■ 

はい 


貝青入したと走の八ードディスクの 
ミ主文内容は？ （8 ページ参照） 


カスタムインス I ルモデルデイスクレスモデル 
(Windows 2000のみ） 


インストールする 0 S は？ 


Windows 2000、 
Windows NT 4.0、 
Windows NT Server 
4.0, Enterprise Edition 


シームレスセットアップ 
(Windows 2000) 

18 ぺージ 

シームレスセットアップ 
(Windows NT 4.0、 
Windows NT Server 

4.0, Enterprise Edition ) 

34 ぺージ 
































































Windows 2000のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows 2000やシステムのセットアップをします。再イ 
ンストールの際にも参照してください。 


カスタムインス I ルモデルのセットアップ 


「ビルド•トゥ•才ーダー」じて r カスタムインストール」を指をして購入された Express サー 
パの八ードディスクは、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、 0 S 、 
Express サーバが提供するソフトウエアがすべてインストールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 
めて電源を ON にするときのセットアップの方法(こついて説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセツトアップをする場合は、「シームレスセツトアップ」 

を参照して < ださい。 


セットアップをはじめる前に〜購入時の状態について〜 

セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 

Express サーバの八ードウエア構成(八ードディ 
スクのパーティションサイズも含む）や八ード 
ディスクにインストールされているソフトウエア 
の構成は、購入前のお客様による才ーダー（ビル 
ド.トゥ. オーダー）によって異なります。 

ち図は、標準的な Express サーバの八ードデ イス 
クの構成について図解しています。 


セツトアップの手順 



八ードディスク 


空をエリア 

Microsoft Windows 
2000 

保守用パーティション 
(約 16MB) 


次の手順で Express サーバを起動して、セツトアップをします。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]ボタンをクリックする。 

]：> (降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 
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4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を知6せる画面が表示されます。 

己[完了]ボタンをクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

巨.再起動後、システムに□グオンする。 

7. 27ぺージの手順14と手順1日を参照して、 PROSetl のインストールとネットワークドライバの詳 
細設定をする。 

8 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

9. 29ページを参照して障害処理のためのセットアップをする。 

10. 出荷時にインストール済みのソフトウェアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウェアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Power Cosole Plus * 

• Global Array Manager Server * 

• Global Array Manager Client * 

• 自動クリーンアップツール* 

• Array RecoveryTool 

• ESMPRO / UPSController (本ソフトウェアを購人された場合のみ)* 

• PowerChute plus ホソつ トウェアを購入された場合のみ）* 

上記のソフトウェアで「*」印のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければな6ないソフトウェアを示しています。「ソフトウェア編」の 「 Express 本体用パ 
ンドルソフトウエア」を参照して使用環境(こ合った状態(こ設定してください。 



カスタムセットアップで出荷された場合、インス! -- ルされている Service Pack のパ’ージョ 
ンと、装置に添付されている Service Pack のパージョンび異なる場合びありまず。 

装置にインス I ルされている Service PacklU 降のパ’ージョンび添付されている場封ま、装 
置に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack x ) インス I ル手順書」を参照し 
てサービスパックのインス I ルを行ってください。 

サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報をご確認ください。 

[ Express 己800サイト「8番街」] http :// nec 8. com / 

11. 33ぺージを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

J ： 又上でカスタムインス!'''ールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セットアップをする際は r シームレスセットアップ」を使ってください。 


導入編 
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シームレスセツトアツ 



EXPRESS 巨 UILDER の r シームレスセツトアップ」機能を使って Express サーバをセツトアツ 
プします。 


r シームレスセットアップ」とは、ハード ウェ 
アの内部的なパラメータや状態の設定から 
0 S (Windows 2000 - Windows NT 4.0 • 
Windows NT 4.0 E 巳、各種ユーティリティ 
のインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 を使って切れ目なく 
(シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ 
方まです。八ードディスクを購入時の状態と 
異なるパーティション設定で使用する場合や 
OS を再インス!-ールする場合は、シームレ 
スセットアップを使用してください。煩雑な 
セツトアップをこの機能が代わって行いま 
す。 



シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に一 
連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクのこと 
を「セットアップ パラメータ FD 」 と呼びます。 

jl ： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を•選択する情 
報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や還がしなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバのイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 必降 
または Windows XP / 2000で動作しているコンピユータがお手元にある場合は、 
ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておくことをお勧めし 
ます。 


ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、247ぺージ 
で説明しています。 
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OS のインス I -ールについて 

0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版化 i 降 、 「Windows 2000」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版 （ JU 峰 、 「Windows 2000」と 
呼ぶ） 

Windows NT 4.0については、この後の項を参照してください。その他の OS をインス! 

ルするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場台 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、252ページの r オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインス!-ール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインス I ルする前に八ードウェアの目 I 0 S 設定などを磕認してくださ 
い。目 I 0 S の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能ヴラグ•アンド-プレイ 
や US 目インタフェースへの対応など)に関する設定項目があります。185ページを参照して 
言女定してく A 1 さし、 


Windows 20001こつし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついてを意してください。 

謂"〇 • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インストールに関する説明 
書び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に29ページを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンス I -ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インス!-ール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 
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MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときじ MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
I -ールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してく 
ださい。 

A - ドディスクの接続について 

OS をインス I -ールしない八ードディスクは、 OS をインストール後に接続してください。 

ディスクアレイコント□ーラボードが搭載されている場合について 

• シームレスセットアップをする前に、ディスクアレイ目 IOS セットアップユーティリティ 
を起動してアレイディスクの構成を設定しておいてください。アレイディスク構成の詳 
細な説明については、オプションじ添付の説明書を参照してください。 

• LAN コンソールリダイレクション機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効 
にしてください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効にしてくだ 
ぎい。 


作成ずるパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

10001 VB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

1000 MB =インストールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 

M-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合びあります。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409己 MB で 
ず。搭載メモリサイズ XI . 5倍のサイズび409己 MB を超える場合は、409已 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズび2 G Biy 上の場台のダンプファイルサイズの最大は、 
「2048 MB +12 MB 」 です。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 巨の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 


1000 M 巨 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 M 目）二 2292 MB 


となります。 

シームレスセットアップでインストールする場合、必、要最小限のパーティシヨンサイズは必 
rE^TFI 下のように計算してくださし、。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ」もしくはに000 MB」 のうち、どちらか大き 
い方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850MB」 もしくは r4095MB」 のうち、ど 
ちらか大きい方 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I ^ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 じ格納されてし^ 
るオンラインド车ュメント 「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 
Advanced Server インストレーションサプリメントガイド」を参照して再インス I ルして 
ください。 

インストレーションサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに関す 
るを意事項が記載されています。 

ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 



「 MAINTE _ P 」 

構成情報やユーティリティを保存 
するための保守用パーティション 
です。削除しないでください。 


Service Pack の適用について 

Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され 
ている Service PackJU 降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を磕 
かめた上で使用してください。 

[ Express 5800サイト「8番街」] http :// nec 8. com / 

その他 

装置に 「Windows 2000 RUR 2 対応 (Service Pack 2) 差分 FD 」 および 「Windows 2000 
RUR 2 対応 (Service Pack 2) インストール手順書」が添がされている場合がありますが、本 
差分 FD および手順書はご使用にならないでください。破棄するか、装置に添がされている 
他の媒体と異なった場所に保管してください。万一、ご使用になられても次のようなメッ 
セージが表示され、セットアップは続行できません。 


セットアップメッセージ 

この Windows RUR は、この装置(こは対応していません。 
ご使用の装置を確認して<ださい。 


導入編 
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セットアップの流れ 

シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る M を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ No ™ インストールち法を選択する 


Yes 


フ□ツピーディスクをセツトする 


確認 




再起動後、インストール終了) 


J :入力や選択び必要な作業 
] :自動的に作業が進む内容 


ディスクアレイコント□-ラび搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「 RAID 新規作成」 
にチェックをした場含のみ。 

《2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了ずる。 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!-ールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 


システムの構成を変更した 場 台は r システムのアップデート」を行ってください。 

Windows 2000の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワークア 
ダプタなどのドライバの変更、または追加する 場 台は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000 Server/Microsoft Windows 2000 Advanced 
Server インストレーシヨンヴプリメントガイド」を 参照 してください。 


1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON じする。 

2. Express サーノ\の CD-ROM ドライブ、(こ CD-ROM「EXPRESSBUILDER 」をセツトする。 

3. CD-ROM をセツトした6、リセ、ソトするレひ rl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
OFF/ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


4. 表示言語を選択する。 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 
と、言語選択メニューが現れます。この 
選択結果により使用するキーボードも自 
動的に設定されます。なお、このメ 
ニューは、1度設定を巧うと] U 降は表示 
されません。 

しば6 くすると 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」が表示されます。 

已.[シームレスセットアップ]をクリックす 

な0 

「お願い」が表示されます。 


「 Express 已800シ U- ズ EXPRESSBUILDER Ver3'xxx-x Copyright に） NEC Corporation 2002 


日 


■巧辭誦 

英語 



導入編 


23 













目. 記載内容をよく読んでか6[確認]ボタン 
をクリ 、ソク する。 

「セットアップパラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 

7. 「セットアップパラメータ FD」 をフ □、ソ 
ピーディスクドライブ(こセットし、[確 
認]ボタンをクリックする。 

I チェック I 

• 「セットアップパラメータ FD」 をお持ちでない場合でも、 1.44M 目のフォーマット済みフ 
□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブ(こセットし、[確認] 
ボタンをクリックしてください。 

• セットしたセットアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 

[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場台] 

セットした r セットアップパラメータ FD」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
をを選択する。 

I チェック I 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver.3J:> (前で作成される 「Picnic- 
FD」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せずにそのままインストールを行う場合は、[スキッ 7] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順8へ進む 
[スキッフ°]ボタンをクリ、ソクー手順9へ進む 

[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: (A)] の下じあるボックス部分をクリック 
するか、 <A> キーを押す。 


入カボックスが表示されます。 

②ファイルをを入力する。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。リスト(こは、装置がサポートして 
いる 0S が表示されます。 




お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ肩報をバックアップずる 
ことをお勧めします。バックアップ肩報び無いときは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなりまず。 
バックアップは、空をフ□ッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーテイリテイの r システム情報の管理」か5「退避」 
を還択して < ださい。 


[確認1 
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③リストボックスか6インストールす 
る [Windows 2000] を選択する。 


8 . OS のインストール中に設定する内容を確 
認する。 


Express サーバ本体(こディスクアレイコ 
ント□ーラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。 「RAID の作成」が r 既を RAID を 
使用する」に設定されていることを確認 
し、[次へ]ボタンをクリックしてくださ 
い。 


次(こ、 [NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
行ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
ください(画面中の r 対象マシン」は機種に 
よって表示が異なります。） 


i：J 降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフつボタンをクリックして設定を確認 
しながら画面を進めて<ださい。設定内 
容は必要じ応じて修正してください。 


W-OB 

• OS をインストールするパーティシヨンは、必要最小限似上のサイズで確保してください。 

• r ノくーティシヨンの使用方法」で r 既存ノティシヨンを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティシヨン (保守用パーティシヨンを除く） の情報は フオー マツ 卜され、ずべてなくなりま 
す。それ m がのパーティシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用パーティシヨンび用 
意されている場合に情報び削除されるパーテイシヨンを示しています。 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用 パーテイシヨン> 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

第 4 パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インストールすることはできません(21ぺージ参照)。「パーティションの使用方 
法」で r 既存パーティションを使用ずる」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を還択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域 m 上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に2000 MBiy がを指定した場台は NTFS へのコンパ’ートび必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用す 
るノくーティション m が(保守領域を除く）にノくーティションび存在しなかった場台、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインス I ルします。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

<次ページへ続<> 


Express 己800シリーズ EXPRESS 日 UILDER Ver3.xxx-x Copyri 邑 ht に） NEC Corporation 2002 


[ オペレーテイングシステムインスIルメニュー 1 


Windows NT 

その他 

戻る 


[作業手順] 

ーセットァの。情報の入力/確 
テ’’イスクアレイ]ンフイグレ-シヨン 
各慰うィリティのインストル 
システム]ンフベ’、レ-シヨン 
K。 うィシヨンの作成 
K。 うィシヨンの丸づット 
NEC モシ"]-ルの：1ピ- 
0S CD-ROM の北° - 
自動かげツ7の開始 


[外がイス奴||さ定] Myle «. 

テ..イスれレイ。 ン トロイ 


FW ドィ巧の設定 

1する 1 

RAID の巧ぶ 

1巧な RAID を 巧用す る 1 

巧続ドィ巧の卜-祁数 


がブウをな脚*るドけ嫩 


がックを 巧 成ずる RAID 


ラ仆*—卜''の i 綻 

1… 1 

ライト i ート、'の活^目 

1 … 1 


|siS! 込 1 1 ホへ 1 1 、の。 1 


<表示例> 


[巧をのン 


03の種類 
。うィシヨンの使用ち法 
"。うィショ刈イス’' (全領域 =*) 
ファ極テムの N 
ヴ-ピ刀' 

インス Hl/M。 ス 


I Izxpress 已800/XXX 


[Windows 200日 Server 


[40 日已 


個テムの NTFS へ 
ピ刀ド7^7の適用 


白諭 i I I ; 夕へ I I M レフ .I 
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w-Oira 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もあります。 

• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルずるパーティシヨンを設定する 
画面び表示されます。このとき表示される先頭にある1目 MB の領域は、 Express 曰800シ 
U —ズ特有の構成情報や専用のユーティリティを保存するために使用されるノ くーティシヨン 
でず。この領域の削除は推奨しませんび、1目 MB の領域を確保させたくない場合は、マ 
ニユアルセツトアップでインス!ルを行ってください。シームレスセツトアップでは削除 
でをません。 


•L 回 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の還が画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情漸画面にのみあります。 

• [コンピュータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に還択して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的(こ再起動します。 

9. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置(こ添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブ(こセット 
し、メッセージじ従って操作してくださ 
い。 

10. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップ(こ対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I 0K I 「終了 I 


追加ずるアプリケーションのインストール 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I okI I 搭了 1 


11. メッセージに従って CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブにセツトする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 


12. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンをクリックするか、 < F 8> 
キーを押す。同意しない場合は、[同意し 
ません]ボタンをクリックするか、 < F 3> 
キーを押す。 



I w-oira 

I 同意しないと、 


セツトアップは終了し 、 Windows 2000はインス I ルされません。 
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13. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]にした場合は、次の操作をする。 

① メッセージ(こ従ってセットアップパラメータ FD をフ □、ソ ピーディスクドライブか6取り出 
し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

② メッセージ(こ従って Windows 2000 Service Pack 1 J :> (降の CD - ROM を CD - ROM ドライブ(こ 

セットする。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに□グオン 
します。 

14. PROSetl をインストールする。 

PROSetl は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティです。 
GigaEthernet の設定(こ必須です。必ずインストールしてください。 

PROSetl を使用することにより、 ]:> (下のことが行えます。 

-アダプタ詳細情報の確認 

ーループバックテスト、パケット送信テストなどの彭断 
- Teaming の設定 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバ(こ耐障害性じ優れた環境を 
提供し、サーバースイッチ間のスループットを向上させることができます。このような機能を利 
用する場合に PROSet I が必要になります。 

PROSetl をインストールする場合は、じ(下の手順に従ってください。 

の CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

③ スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□-ラ]をク 
リ 、ソク する。 

③ 「< CD - R 0 M のドライブレター >:¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ RB 3 1 C ¥ HD 1¥ PROSet 2 
¥ IA 32¥ setup . exe 」 ディレクトリ内のに ETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[ Intel ( R ) PROSetll Setup ] が起動します。 

④ [ Welcome ] ウィンドウの [ Next ] ボタンをクリ、ソクする。 

もし、「デジタル署をが見つかりませんでした」のダイア□グメッセージが表示された場合 
は、「はい」を選択してください。 

[ Intel ( R ) PROSetll Setup ] (こに etup Complete ] ウィンドウが表示されます。 

⑥ [ Finish ] ボタンをクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSetll Setup ] が終了します。 

⑥システムを再起動する。 

1己. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、それぞれ転送速 
度と Duplex モードの設定が必要です。 

① スタートメニューか6 [設定] をポイントし[コント□ールパネル]をクリ 、ソク する。 

② [コント□-ルパネル]ウィンドウで、 [ lntel ( R ) PROSetll ] アイコンをダブルクリックする。 
[ lntel ( R ) PROSetll ] ダイア□グボックスが表示されます。 

③ リスト中の 「Intel 825己 x-based PCI Ethernet Adapter (10/ 100)」ネットワークドライバ(こ 
マウスカーソルを合わせる。 

④ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] を HU 目の設定値と同じ値(こ設定す 
る。 

⑥リスト中の nntel ( R ) 82544 GC based network connection 」 ネットワークドライバにマウ 
スカーソルを合わせる。 
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⑥ [Link Config ] タブをクリ、ソクし、 Speed と Duplex の値を HUB の設定値と同じ値に設定する。 

⑦ [ lntel ( R ) PROSetll ] ダイア□グボックスの [0 K ] ボタンをクリックする。 


また、必要(こ応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接綱か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

•L 励 

サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ネット ワークモ 
ニタ]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（また 
はパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イ 
ンストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してくださぃ。 

16. 標準で装備されているグラフィ、ソクスアクセラレータ用ドライバをアップデートする。 

オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付されて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

① CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

② スタートメニューの[プ□グラム]、[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ□ーラ]をク 
リ 、ソク する。 

③ レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内のに ETUP . EXE 」 ア 
イコンをダブルクリックする。 

④ メッセージに従ってインストール作業を進める。 

「デジタル署をが見つかりません」というメッセージが表示された場合は、[はい]を選択し 
て、インストールを続けてください。 

⑥ CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指示に従ってシ 
ステムを再起動する。 

17. オプションのデバイスでドライバをインス!ールしていないものがある場合は、オプション(こ添 
がの説明書を参照してドライバをインス I -ールする。 

18. 29ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

19. 33ページを参照してシステム情報のバ、ソクアップをとる。 


W 上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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障書処理のためのセツトアップ 


障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 

1-0 メモリダンプのま意 

圍 • 


メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 

次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]ボタンをクリックする。 


を胺 I ネットヮ-ウの I /、-ドウ I ァ I ュ—ザー プ巧 

厂バフォーマンス- 

バフォーマンスオプションは、コンピュー 
シ3ンのタモリの傲巧を舒里します。 


六*^ 立过 

yr ル詳細 I J 
の咨する阿リト 


しりォ-マンスオプションお,； 




巧巧を数は、特定の巧類の巧報のなまホをおちします。 

巧巧を数(を …I 




^^醉黑酵コンピュ-娜き止する巧-墜 


した巧合の処理ちまをおちします。 


J キャンセル」 通巧曲 
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己.テキストボックスにデバッグ情報を書き 
む場所を入力する。 

< D ドライブ(こ 「 MEMORY . DMP 」という 
ファイルをで書き} A む場合> 


D:¥MEMORY.DMP 


W-OIM 

• デバッグ情報の書き込みは[カーネルメモリダンプ]を指定することを推奨します。 

• Express ヴーバに搭載しているメモリ容量 +12MBiy 上の空き容量のあるドライブを指定 
して < ださい。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量の確認を行ってください。なお、搭 
載メモリサイズび 2GB 似上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となりま 
ず。空き容量は [2048MB+12MB」 を目まにしてください。 


巨. [パフォーマンスオプション]ボタンをクリ、ソクする。 

7. [仮想メモリ]ダイア □ グボ ックスの [変更]ボタンをクリックする。 

8 . [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]:>(上(こ変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 

w-Oi^ 

• 必ず os パーティションに上記のサイズで作成してください。ページングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合があります。 

• 「推奨」値については、 r 作成ずるパーティションサイズについて (20 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを巧し、正常にダンプび採取できることの確認 
を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボルテーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイル(こ追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] ボタンをクリックする。 


Windows 2000ワトソン博±はアフリケーシヨンエラー用のテバ、ソガです。アフリケーシヨ 
ンエラーを橫化すると Express サーパを彰断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を 
探取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 


2. [さ)前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と人力 
し、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


ファイル: るを 指定して実け 


玄] 

をお(か 


!!機 


过ぶ] 

I ケーンヨンる、または開きたいフオルタ’やドキュ於卜 


•乃锅 A 刑ぶ街 U 


drwtsn32.exe| 


キサンセル J を股(断. 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルさ)で 
保存されます。 


ブ : Windows 2000 ワトソン巧十 


IチェックI 

ネットワークパスは指定できません。 
□—カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラ、ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

な 0 


回 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 



| s^AII Users ¥ Docu ments ¥ Dr Watson 

| C：¥Documents and bettings¥AII Us 


WAVE ファ乃 
インストラクションの数の： 
巧巧するエラ-数(曲 


き股(旦).、 

き股り )… J 


no 

ITT 


w すべてのスレッドコンテキストる t シプ(か 
W 巧巧の□ヴファイルむ i 加の I 
厂プ化-ジボックスによる斌册 I 
厂音じよる巧かを） 

戸クラッシュ巧ンプファイルの巧 J 



已.[オプション]ボックス(こある次のチェックボックスをオン(こする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインス I ル 


ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!'''ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインス I -ールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリ、ソクする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンにして[次へ]ボタンをクリック 
する。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットして [ OK ] ボタンをクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]ボタンをクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]ボタンをクリックする。 

8 . [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインスI-ール 

添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 には、本装置監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」お 
よび Express サーバ-ワークステーシヨン 管理 用の 忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインストールしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設をでインス 
I '''ールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア編」を参照して個別にインス I '''ールしてく 
ださい。 

ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
U 37 n くは第3編の「ソフトウエア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

• CPU を増設（シングルプ□セ、ソサからマルチプ□セ、ソサへ増設）した場合 
♦ システム構成を変更した場合 
♦ 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合 

管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）-- 

で、システムに□グインした後、 CD-ROM 
「EXPRESS 目 UILDER 」 を Express サーバの CD-ROM 
ドライブにセットしてください。 

表 W された画面「マスターコント □ 一 J レメニュ ー」の 
[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックし、メ 
ニューから[システムのアップデート]をクリックする 
と起動します。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack を適用してくださ 
い。 

システム情報のノ 〇ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \、ソクアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをとってください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を Express サーバの CD - ROM ドライブじセットして、再起動する。 
EXPRESS 目 ULDER か6起動して 「 EXPRESS 目 ULDER トップメニュー」が表示されます。 

3 . [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

じ(降は画面(こ表示されるメッセージ(こ従って処理を進めて < ださい。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBU1LDER 


Express 5800 Series 


•だ;:斯0^ 




NEC 
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Windows NT ん〇のセツトアップ 


八ードウエアのセットアップを完了してから 、 Windows NT 4.0やシステムのセットアップをします。再 
インストールの際にも参照してください。 



EXPRESSBUILDER の r シームレスセットアップ」機能を使って Express サーバをセットアッ 
プします。 

r シームレスセツトアップ」に関する説明やヒントは18ページを参照してください。 


OS のインス I -ールについて 

OS のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がヴポートしている OS について 

本装置がサポートしている OS は次のとおりです。 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0 日本語版化 i 降 、 「Windows NT 4.0」と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Enterprise Edition 日本語版 ( JU 降 、 「Windows 
NT 4.0 EE 」 と呼ぶ） 

• Microsoft ® Windows NT ® Server 4.0, Terminal Server Edition 似降 、 「Windows NT 
4.0 / TSE 」 と呼ぶ） 

Windows 2000については、この前の項を参照してください。その他の OS をインストール 
するときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合は、252ページの r オプショ 
ンの大容量記憶装置ドライバのインス!-ール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作 
成してください。 


Windows NT 4.0 • Windows NT 4.0 EEI こついて 

Windows NT Server 4.0 日本語版 (Windows NT 4 .0) と Windows NT Server 4.0, 
Enterprise Edition 日本語版 (Windows NT 4.0 EE ) は、シームレスセットアップですべて 
インス!-ールできます。ただし、次の点についてを意してください。 
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インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
(BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 


• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関ずる説明 
書び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• Service Pack について 

シームレスセットアップでは 「Service Pack 己」杉降を適用ずることびできまず。 
Service Pack 己より前のパ’ージョンを適用したい場 S ホ、セットアップ情報フアイ 
ルの作成時に r サービスパックの適用」の項目で r しない」を選択してセットアップを行 
し、、 Windows NT 4.0の起動後に、51ぺージを参照して「システムのアップデート」 
を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用する場合は、お客 
様で CD-ROM を用意してください。） 

• シームレスセットアップを完了した後に46ぺージを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 

• 複数枚ネットワークアダプタを装着している場台、アダプタごとの IP アドレスは、 0S 
の起動後に設定してください。 


M 0 装置について 

インス I -ール時に M 0 装置を接続したままファイルシステムを NTFS に設をすると、ファイ 
ルシステムが正しく変換されません。 M 0 装置を外してインス I -ールを最初からやり直して 
ください。 

搭載メモリについて 

3 G 巨を超えるメモリを搭載した Express 5800には Windows NT 4.0をインス I -- ルできま 
せん。 

いったんメモリを取り外して 3 GBW 下にしてからインストールしてください。 

搭載しているメモリの容量は電源を ON じした後、画面に表示されるメモリチェックのカウ 
ンタなどで磕認してください。 
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ディスク構成について 

■ 「曰 SA ユーティリティ」と表示された領域について 

ディスク領域に、忙に A ユーティリティ」という領域が表示される場合があります。 
構成情報やユーティリティを保存するための保守用パーティションです。削除しない 
でください。 



最初のパーティション 
構成情報やユーティリティを保存 
するための保守用パーティション 
でず。削除しないでください。 


2つ目のパーティション 
存在しない場合もあります。存在 
する場合は、削除しても問題あり 
ません。 


■ その他 

— 0 S をインストールしない八ードディスクは、 0 S をインストール後に接続してく 
ださい。 

-ディスクアドミニストレータを使用してミラー化されているパーティションにイ 
ンス I -ールする場合は、インス!-ールの実行前にミラー化を無効にして、イン 
スール完了後に再度ミラー化してください。 

■ I ： ミラー化あるいはミラーの解除は、ディスクアドミニストレータの[フォールト 

I ヒン jTi トレランス]メニューから行えます。 


-ルータを越えたプライマリドメインコント□ーラのバックアップドメインコン 
卜□ーラを作成する場合は、シームレスセットアップではなくマニュアルセット 
アップでインス I -ールしてください。 

ディスクアレイコント□ーラボードび搭載されている場合について 

• シームレスセットアップをする前に、ディスクアレイ BIOS セットアップユーティリティ 
を起動してアレイディスクの構成を設定しておいてください。アレイディスク構成の詳 
細な説明については、オプションに添付の説明書を参照してください。 

• LAN コンソールリダイレクション機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効 
にしてください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効にしてくだ 
さい。 
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作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

200 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

200 MB =インス I -ールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 
ダンプファイルサイズけ隹奨） 二搭載メモリサイズ+ 12 MB 

I M-O 上記ぺージングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために最低限必要なヴ 
イズでず。 r 推奨」値 ly 上の値を設定してください。ページングファイルサイズの初期サイ 
ズを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できません。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 MB の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 

200 MB + (512 MB + 12 MB ) + (512 MB + 12 MB ) 二 1248 MB 
となります。 


Windows NT 4.0/ TSE について 

Windows NT Server 4.0, Terminal Server Edition (Windows NT 4.0 / TSE ) じ関するミま意 
事項については、「マニュアルセットアップ (52 ページ W 降)」で説明しています。 

また 、 Windows NT 4.0 / TSE をシームレスセットアップでインス! -- ルする場合は、ディ 
スクアレイの設をから保守用パーティションの作成までをシームレスセットアップで行いま 
す。 JU 降のインストールやセットアップについては、「マニュアルセットアップ」で説明して 
います。 
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セツトアップの流れ 


人再起動後、 


インス 


卜ール終了） 


:入力や選択び必要な作業 
:自動的に作業び進む内容 




ディスクアレイコント□-ラび搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「RAID 新規作成」 
にチェックをした場合のみ。 

□S の選択で[その他]を選択したときはここで終了する。 

オプションのグラフ ィッ クスアクセラレータボードを搭載しているときのみ。 

インス!ル中に Update 媒体の適用を指定したときのみ。 






《4 


7トウエア使用許諾契約に同意する I 


シームレスセツトアップで行うセツトアップの流れを図に示します。 



グラフ イツ クスアクセラレータドライバ I 
をインストールずる I 


Windows NT CD-ROM のコピー 


自動インストール 
自動□グオン 


インストールちまを還択する 


ディスクアレイのコンフィグレーシヨン《1 
再起動 

保守用/トティシヨンの作成 
再起動 

各種ユーティリティのインストール 

再寺動※2 

OS 八ーティシヨンの作成 

i 

再起動 

OS パーティシヨンのフォーマット 

i 

NEC モジ ユー ルの コピー 
選択したアプリケーシヨンのモジ ユー ルの コピー 


12 3 4 

※ ※※ 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!ルはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが 1 枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 目 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 

— "〇 Windows NT 4.0をインスIルする場合について 

• システムの構成を変更した場合は r システムのアップデート」を行ってください。 

• Windows NT 4.0の起動後にグラフィックスアクセラレータドライバやネットワーク 
アダプタドライバの変更または追加する場台は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows NT 4.0 Server/Microsoft Windows NT 4.0 Server, 
Enterprise Edition インストレーションサプリメントガイド」を参照してください。 

• Service Pack について 

シームレスセットアップでは 「Service Pack 己」 lU 降を適用することができます。 
Service Pack 日より前のパ’ージョンを適用したい場 S ホ、セットアップ情報フアイ 
ルの作成時に r ヴービスパックの適用」の項目で r しない」を選択してセットアップを行 
し、、 Windows NT 4.0の起動後に、己1ぺージを参照して「システムのアップデート」 
を行ってください。（装置に添付されていない Service Pack を適用ずる場台は、お客 
様で CD-ROM を用意してください。） 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順(こ電源を ON (こする。 

2. Express サーノ \ の CD-ROM ドライブ、 ( こ CD-ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」をセツトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 


ムノ □口 L 心ホ、一〇 「Express 已 800 シ U - ズ EXPRESSBUILDER VerS'xxx-x Copyrigh"C) NEC Corporation 2002 | 

EXPRESSBUILDER を初めて起動する 障 iii ] 

と、言語選択メニューが現れます。この 

選択結果により使用するキーボードも自 - 

動的に設定されます。なお、このメ 
ニューは、1度設定を巧うと] U 降は表示 
されません。 

しば6 くすると 「 EXPRESS 目 UILDER 
トップメニュー」が表示されます。 
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己.[シームレスセットアップ]をクリックす 
る。 

「お願い」が表示されます。 



巨. 記載内容をよく読んでか6[確認]ボタン 
をクリ 、ソク する。 

「セッ ト アップ パラメータ FD を挿入して 
ください。」というメッセージが表示され 
ます。 


お願い 

シームレスセットアップ終了後、セットアップ情報を/(ックアップずる 
ことをお勧めしまず。バックアップ情報び無いとさは、修理復旧時に 
お客様の装置固有の情報や設定を復旧できなくなりまず。 
バックアップは、空きフ□ッピィディスクを1枚準備して、ツールで 
オフライン保守ユーティリティの「システム情報の管理」か6「退避」 
を還択してぐださい。 


[確認1 


7. 「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブにセットし、[確認]ボタンをクリッ 
クする。 

IチェックI 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 M 目のフォーマット済みフ 
□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、[確認] 
ボタンをクリックしてください。 

• セットしたセットアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 

[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
をを選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 J :> (前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 

セツトアップ情報ファイルを指定すると、「セツトアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 
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③確認する場合は[確認]ボタンを、確認せずにそのままインストールを巧う場合は、[スキッフ°] 
ボタンをクリックする。 

[確認]ボタンをクリ、ソクー手順8へ進む 
[スキッ 7] ボタンをクリ、ソクー手順9へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下じあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを人力する。 

[オペレーテイングシステムインストール メニュー] 
が表示されます。 



③リストボックスか6インストールす 
る 0 S を選択する。 


Express 己800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver 3. xxx-x Copyri 呂 ht に ） NEC Corporation 2002 


[ オペレーテイングシステムインス I ルメニュー 1 


Windows 2000 


Other 


わッ巧‘乃。情報の. 
テ。イスクアレイ]ンフイク- 


イ] ンフイグレ-シヨン 
各疆うィリティのインストル 
システム]ンフベ’、レ-シヨン 
，トティシヨンの作成 
n 。 うィシヨンの丸づツト 
NEC モシ"]-ルの：1ピ- 
OS CD - ROM の： r - 
自動かげツ7の開始 


「Windows NT 4.0」または 「Windows NT 4.0 EE 」 をインストールする場合は、 
[ WindowsNT ] を選択します。 

「Windows NT 4.0/ TSE 」 をインストールする場合は、[その他]を選択します。 


8 . 0 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体(こディスクアレイコ 
ント□ーラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。 「 RAID の作成」が r 既を RAID を 
使用する」に設定されていることを確認 
し、[次へ]ボタンをクリックしてくださ 
い。 


[なが''ィ巧の 設定] Myl^r イスけレイクントロづ 


r ィ巧の願 


RAID の巧が 
巧続ドィ巧の卜-如数 
がックを俯茨 r るドけ撒 
)1" ックを巧がずる RAID 
ラ仆トト''の iSS 
ラ仆トト''の巧^國 


する 


巧巧 RAID をぶ用する 


I再巧込I [[ホへI [、|1グ 
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次(こ、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
巧ってか6 [次へ]ボタンをクリックして 
<ださい。 ]：> (降、画面(こ表示される[次 
へ]、[戻る]、[ヘルフ°]ボタンをクリックし 
て設定を確認しなが6画面を進めて < だ 
さい(画面中の r 対象マシン」は機種によっ 
て表示が異なります)。設定内容は必要に 
応じて修正してください。 


• os をインストールするパーティションは必要最小限 ly 上のサイズを確保してください。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフオーマツトされ、ずべてなくなりま 
す。それ m がのノくーテイシヨンの情報は保持されます。下図は、保守用ノくーテイシヨンび用 
意されている場台に情報び削除されるパーテイシヨンを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

<保守用パーテイシヨン> 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4八ーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もありまず。 

• 4GB を超えるパーティシヨンサイズを指定したとき、 「Service Pack 曰」 ly 降は必須で 
ず。この場合、 Windows NT を起動後もアンインストールできません。また、[ユーザ情 
報]画面の[会社名]は^：、ず入力してください。 



• L 励 

• [ NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイル 
の還が画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [ NEC 基本情漸画面にのみあります。 

• [コンピュータのお割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に還択して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

9. ディスクアレイシステムを構築する。 

手順8の[アレイディスクの設定]画面で設定した内容に従ってディスクアレイシステムを構築し 
ます。ディスクアレイコント□-ラボードをお出できなかったときや、ディスクアレイシステム 
を構築する設定をしなかったときは、次のステップへ進みます。 

ディスクアレイシステムは次の手順で自動的に構築されます。 

① RAID レベルを自動で設定します。 

② システムドライブを初期化します。 

w-Oi® 

才ート設定 (RAID レベルの自動設定)では、 SCSI データ転送パラメータを設定しません。変更 
する必要びあるときは、「ツール」の「ディスクアレイのコンフイグレーシヨン」で設定してくだ 
さい。 
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10 . 保守用パーティションを作成する。 


保守用パーティションは次の手順で自動的(こ作成されます。 

• L 励 

すでに保ず用パーティションが存をする場合、保ず用パーティションの作成はスキップします。 

① 保守用パーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 

② 保守用パーティションをフォーマットします。 

③ 保守用のを種ユーティリティをインストールします。終了後、自動的に再起動します。 

く手順7 [ブランクディスクをセットした場合]の③で[その他]を選択した場合は ly 上でシームレス 
セットアップを終了します。 ly 降は、己2ぺージの「マニュアルセットアップ」を参照してオペレー 
ティングシステムをインストー ルしてください。 [WindowsNT] を選択した場台は、この後の手 
順を続けてください。> 

1. 0 S 領域を作成する。 

0 S 領域は次の手順で自動的(こ作成されます。 

① 0 S 用のパーティションを作成します。終了後、自動的に再起動します。 


励 

[N EC 基本情漸画面の「ハ° -ティシヨンの使用方ま」メニユーで r 既存ハ° -ティシヨンを使用する」を還巧して 
いた場合、パーテイシヨンの作成は行いません。 

③ 0S 用パーテイシヨンをフォーマットし ます。 


r 大容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I OK I 「終了 I 


12 . オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置(こ添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 

13. Update 媒体のモジュールをコピーする。 

メッセージに従ってインストールする Update 媒体をフ□、ソピーディスクドライブに挿入してくだ 
さい。 

• L 励 

山 pdate 媒体の適用 ] で「しなし、」を還巧した場合は、スキップされます。 


Iチェッ匀 


「 Update 媒体」とは、弊社が Web などか6発行する不具合解消用のフ□、ソピーディスクのことで 
す。適用すべき媒体がありました6、そ防保守のため適用してください。なければ必要ありま 
せん。 
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シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

14. 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 


15. メッセージに従って CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を CD - ROM ドライブか6取り化し、 
Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 


16. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]ボタンを、同意しない場合は、 
[同意しません]ボタンをクリックする。 


同意しないと、セットアップは終了 
し、 Windows NT 4.0はインス I 
ルされません。 


17. メッセージ(こ従ってセットアップパラメータ FD をフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し、 
Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

18. Service Pack 己 U 降のインストールを巧う指定をしている場合は、メッセージ(こ従って指定した 
バージヨンの Service Pack CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトする。 

Windows NT 4.0 と指定したアプリケーションは自動的(こインストールされ、システム(こ□グオ 
ンします。 

Windows NT 4.0へは□—カルの administrator として□グオンします。バックアップドメイ 
ンコント□ーラの場合は、自動的に□グオンしません。 

19. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的(こインストールされますが、それぞれ転送速 
度と Duplex モードの設定が必要です。 

① スタートメニューから啟定]をポイントし[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コント□-ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

② [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

③ [アダプタ]タブをクリックし 、 「Intel 825日 x-based PCI Ethernet Adapter (10/ 100)」を選 
択し、[プ□パティ]をクリックする。 

ネットワークアダプタの [ lntel ( R ) PROSetll ] ダイア□グボックスが表示されます。 

④ [ Advanced ] タブをクリックし 、 [Link Speed & Duplex ] を HU 目の設定に合わせる。 

⑥続けて、 nntel ( R ) PRO /1000 XT Server Adapter 」 をクリックする。 



追加ずるアプ U ケーシヨン①インスIル 
巧体を CD-ROM またはフ□ッピーデイスク 
ドライブに} f 入してください。 

I OK I I 終了 I 


Microsoft Windows NT Version4.0 
Server Diskl CD-ROM をドライプに 
挿入してください。 


「 OK~l 
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⑥ [Link Config ] タブをクリックし、 Speed と Duplex の値を同様に設定する。 

⑦ [0 K ] をクリックする。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワーク]ダイア 
□グボックスか6[プ □ トコル]タブをクリックしてプロトコルを設定する画面を表示させて行い 
ます。 

20 . オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

21 . 46ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

22. 33ページを参照してシステム情報のバックアップをとる。 

上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 


導入編 
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障書処理のためのセットアップ 

障害が起きたとき、より早く、確実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 

M-O メモリダンプのを意 

• メモリダンプの採取は保守サービス会社の保守員び行います。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存するために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直すと、メモリダンプを正しく保存でをない場合び 
ありまず。 


次の手順に従って設定します。 

1 . スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [起動/シャットダウン]タブをクリックす 
る。 


4. [システム□グ(こイベントを書き込む]を 
チェックする。 

5. [デバッグ情報を次へ書き込む]をチェ、ソ 
クする。 

目. テキストボックスじデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き) A む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 

w-oira 

• Express ヴーバに搭載しているメモリ容量+1 2MB 似上の空き容量のあるドライブを指定 
して < ださい。 

• メモリを増設した場台は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量を確認してください。 


7. [パフオーマンス]タブをクリ、ソクする。 
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8 . [変更]ボタンをクリックする。 

[仮想メモリ]ダイア□グボックスが表示されます。 

9. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]:>(上に変更 
し、[設定]ボタンをクリックする。 



• ^^、ず05パーティションに「推奨」値似上のサイズで作成してください。ぺージングファイル 
の脚期サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取でき 
ません。 

• 「推奨」値については、 r 作成するパーティションサイズについて (37 ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを}甲し、正常にダンプが採取できることの確認 
を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてぺージングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


10. [0 K ] ボタンをクリックする。 

設定の変更内容じよってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージ(こ 
従って再起動して<ださい。 


ワトソン博±の設定 

Windows NT ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガです。アプリケーション 
エラーを橫化すると Express サーバを診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断情報を採 
取できるよう次の手順に従って設定してください。 

1. スタートメニューの[ファイル名を指定して実行]をクリ 、ソク する。 

2. [さ)前]ボックス(こ rdrwtsn 32. exe 」 と入力 
し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

[Windows NT ワトソン博±]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保存されます。 

ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 
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ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイル(こ追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
目. [0 K ] ボタンをクリックする。 


システム修復情報の更新 

オペレーティングシステムのデータが破損した場合にそなえて、システムの修復が行えるよ 
うにするために、システム構成を変更したら、必ず r システムのアップデート」とともに r シ 
ステム修復情報の更新」をしてください。システム修復情報にはコンフィグレーションファ 
イルやレジストリファイルなどがあります。 

システム修復情報はフロッピーディスクにも保存できますが、アプリケーションのインス 
卜—ルなどでレジストリが大きくなった場合、1枚のフロッピーディスクでは保存しきれな 
くなることがあります。 

この場合、修復ディスクは正しく作成されませんが、正しく作成されなかったことを報告す 
るようなメッセージは表示されません。 

Windows NT では、ハードディスク上にある修復情報をみて、システムの修復ができるの 
で、特に修復ディスクを作成する必要はありません。 


ー システムの修復を巧う場合(こ 「Windows NT 

4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 と 
呼ばれるフ□、ソピーディスクをセットするよ 
う要求される場合があります。 

EXPRESS 目 ULDER の「マスターコント □- 
ルメニュー」のソフトウエアのセットアップ] 
— [ OEM ディスクの作成]を選択してディス 
クを作成してください（すでに作成している 
場合は、作成し直す必要はありません)。 
詳しくは52ページを参照してください。 


M-O • 「システム修復情報の更新」はシステムに障害び発生し、起動しなくなったときにシステ 
ムび起動できるように復旧することを目的としています。 r システム修復情報の更新」は 
システムのバックアップを目的としたものではありません。 

• 運用中にシステムやコンポーネントを変更した場合にも似下の手順で r システム修復情 
報の更新」を行ってください。 



〇オンラインドキュ>ント 



4. [クラッシュダンプ]ボックス(こクラッシュダンプファイルの保を先を指定する。 

• L 励 

「クラッシュダンプファイル」は Windows Debugger で読むことができるバイナリファイルです。 
己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオン(こする。 


□ □ □ □ 
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1 . スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 


2 . 搭前]ボックス(こ rrdisk . exe 」 と人力し、 
[0 K ] ボタンをクリックする。 

[修復ディスクユーテイリテイ]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


3. [修復情報の更新ボタンをクリックする。 


4. [はい]ボタンをクリックする。 

「システム修復ディスクを作成します 
か？」というメッセージが表示されます。 


己.[いいえ]ボタンをクリックする。 
巨.[終了]ボタンをクリックする。 


ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!-ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 


0 S インス I ル中にネットワークモニタをインス I ルする場合 

ネ、ソトワークドライバの選択が完了し、メッセージの指示に従ってインストールを行ってい 
くと、サービスを追力□するウィンドウが表示されます。 

1 . [一覧か6選択]をクリックする。 

[ネットワークサービス]の一覧が表示されます。 

2. [ネットワークサービス]の一覧か6、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、 [0 K ] 
ボタンをクリックする。 

じ(降、メッセージの指示(こ従って、 0 S のインストールを続行してください。 


ファイルるを指定して実巧 


ジ 


53^巧裝織激濟穀でルタ’、ドキ 




をぉ公 t jrdiskl 


) 3 

K た ij .-'- て:-,.で b パ） I * をち1 J '-‘ I じ！' 

I 0K I キャンたル I を昭(が...」 


一幻！ このユ-ティリティは、システムをインストルするとき I こ巧巧した條语暗ま反を巧巧し、 
Oct システムおなテ''ィスウを巧ぶします。條ほ巧郁は、 I ラ-び発ちした巧さに、フ''-卜 
げムの回ほにほ巧されます。このユ-ティリティはがックアッフ*ツ-ルとしてはほ巧で 

_悔ほテ''ィスウの化巧に ）I _が了の」_ヘルフ化） 



システムのインストル時、またはこのトティリティの前回実行時 I こ脈された梅ほ’障細ま' 肖り除されミす。 


令 


この株巧を続けします。で^^^^^^ 

f はいが ir|,n^ 
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OS インス I ル後にネットワークモニタをインスIルする場合 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [サービス]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークサービスの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [ネットワークサービス]の一覧か6、[ネットワークモニタツールとエージェント]を選択し、 [0 K ] 
ボタンをクリ 、ソク する。 

[ WindowsNT セットアップ]ダイア□グボックスが表示されます。 

己 . Windows NT CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットし、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

ただし、 CD - ROM ドライブのドライブ文字が正しく指定されていない場合は、正しい值(こ変更し 
てください。 

[ネ、ソトワーク]ダイア□グボックス(こ戻ります。 

巨.[閉じる]ボタンクリックし、システムを再起動する。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラムト[管理ツール供通)]をポイント 
し、[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 


管理ユーティリティのインス I -ール 

添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 には、本装置監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」お 
よび Express サーバ-ワークステーシヨン 管理 用の 忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的にインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの口□グラム]にインストールしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。 

シームレスセットアップの設をでインストールしなかった場合は、第3編の r ソフトウエア 
編」を参照して個別にインストールしてください。 

■ I ： ューティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 

rpn くは第3編の「ソフトウてア編」を参照してください。 
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システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 

システムのアップデートは次のような場合に行います。 

♦ システム構成を変更した場合 
♦ 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合 

次の手順に従ってシステムをアップデートしてください。 

M-O • システムのアップデートを行った場合は、^：、ず「システム修復情報の更新」を巧ってくだ 
信堇3 さぃ。 

• Service Pack は、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。装置に添付されて 
し、ない Service Pack を適用ずる場台はお客様でご用意ください。 


1 . 管理者権限のあるアカウント （ Administrator など）で、システム(こ□グインする。 

2 . CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を Express サーノ\の CD - ROM ドライブ、にセットする。 

3 . [ソフトウェアのセットアップ]を左ク 
リックし、メニューか6[システムのアッ 
プデート]をクリックする。 

Service Pack の選択をするダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

•L 回 

ダイアログボックス内で右クリックす 
ると表示されるポップアップメニュ ー 
からも還択できます。 

4 . 適用する Service Pack を選択する。 

じ(降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進めて<ださい。 


システム情報のノ（ックアップ 

システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \'ックアップすることをお勃めします。 

詳しくは33ページをご覧ください。 


〇オンラインドキユタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


‘〇 


f • ソフトウェアの 、 
A セクト7ヴプ J 


NEC 
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7 ニユアルセットアップ 〜 Windows NT ん〇 /TSE のセットアップ〜 


ここでは 、 「Microsoft Windows NT Server 4.0 ，Terminal Server Edition 似降、 
「Windows NT 4.0 / TSE 」 と呼ぶ）をセットアップする場合の手順について説明します。 
Microsoft Windows NT Server 4.0日本語版または Microsoft Windows NT Server 4.0, 
Enterprise Edition 日本語版をセットアップする場合は、シームレスセットアップを使うこ 
とを強くお勧めします。詳しくは34ページの説明をご覧ください。 

シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順については、オンライン 
ドキュメントの 「Microsoft Windows NT 4.0 Server/Microsoft Windows NT 4.0 
Server,Enterprise Edition インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 

-サボートディスクを用意してください- 

ここで説明する r マニュアルセットアップ」では 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 と呼ばれるサポートディスクが必要です。 

「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER 」 には 、 Windows NT 4.0や 
Windows NT 4.0 / EE、Windows NT 4.0 / TSE のインス I -- ルで必要となる本体標準装 
倩のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含まれています。マニュアルセット 
アップを始める前に Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER を用意してく 
ださい。 

1 . 3. 日インチフ□、ソピーディスクを3枚用意する。 

2 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

3 . Express サーバの CD- ROM ドライブ(こ添付の CD-ROM「EXPRESS 目 UILDER 」をセットする。 

4 . CD-ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl>+<Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ 
ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

己.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6[Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER] 

を選択する。 

7 . 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows NT 4.0 OEM-D に K for EXPRESSBUILDER」 が作成されます。 

作成した 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER」 はライトプ□テクトをし、 
ラベルを貼って大切(こ保管してください。 

Express サーバの他じ Windows 2000、または 
Windows NT 4.0 、 Windows 95/98/ Me で動 
作するコンピュータをお持ちの場合は、添付の 
CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を CD-ROM ド 
ライブにセットすると表示される r マスターコン 
卜□-ルメニュー」から Windows NT 4.0 OEM - 
DISK for EXPRESS 巨 UILDER を作成することも 
できます。 
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Windows NT 4.0 / TSE をセットアップする方まについて説明します。 

セットアップを始める前に次のを意事項をよく読んでください。 

ディスクアレイの設定や保守用ノ ーティションの作成について 

ディスクアレイの設をや保守用パーティションの作成を含むセットアップをする場合は、 
r シームレスセットアップ」を利用することをお勧めします。シームレスセットアップでこれ 
らのセットアップを完了後 、 Windows NT 4.0 / TSE のインス! -- ルに進むようメッセージ 
が表示されます。メッセージの表示後、ここで説明する手順に従って Windows NT 4.0/ 
TSE をインス I -ールすることができます。 

その他 

34ぺージの 「Windows NT 4.0 • Windows NT 4.0 EE について」のを意事項も併せてご覧く 
ださい。 


インストールにお要なもの 

Windows NT 4.0 / TSE をインス I ルするために次のディスクと説明書を用意してくださ 
い。 

□ EXPRESS 目 UILDER ( CD - ROM ) 

□ Microsoft Windows NT Server 4.0, Terminal Server Edition ( CD-ROM とセツトアツ 
プディスク） 

n Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER (前ぺージ参照） 
n ユーザーズ ガイド(本書） 


システムの電源 ON 

システムの電源を ON にし 、 Windows NT 4.0 /TSE CD - ROM を CD - ROM ドライブにセット 
する。 


Windows NT 4.0 /TSE HAL の置き換え 

1. システムの電源 ON 後、画面が]:>(下のどち6かのが態のときに<巧>キーと < F 6> キーを押す。 

• 「セットアップはコンピュータの八ード構成を橫査しています」の表示中 
• 青一色の画面の表示中 

「セットアップがコンピュータの種類を判 
断できなかったか...」というメッセー 
ジと選択画面が表示されます。 

選択画面が表示されなかった場合は、 

< F 己 > キーが正しく押されていません。 

< F 3> キーを押し、セットアップを終了 
し、もう1度システムの電源 ON か6始め 
てください。 


Windows Terminal Server セツトアップ 


セットアップがコンピュータの種類を判断できなかったか、手動指をが 
選がされていまず。 

コンピュータの種類を次の一覧から遽おするか、コンピュータの製造元から 
提供されたデバイスサポートディスクがある場合は[その他]を選択して 


標準 PCwithC-Stepi486 

Wyse Series 7000 i Model 740MP/760MP 

その他 
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2. カーソルキーで [その他] を 選び、 <Enter> キーを 押す。 

製造元提供の八ードウエアサポートディスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こ挿入することを促 
すメ 、ソセージが 表示されます。 


3. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER #1」をフ □、ソ ピー 
ディスクドライブ(こセットし、 <Enter> 
キーを押す。 

コンピュータの種類が表示されます。 


Windows Terminal Server セット7ッフ 

巧のラベルの付いたディスクを.ドライブ A: に挿入してください。 
製造元提巧のハードウエアサポートディスク 
* 準備ができたら Enter キーを巧してください。 


Enter= 選が ESC= わン W F3= 終了 


4. 使用しているコンピュータを選び 
<Enter> キーを押す。 

•L 回 

リストには一度に4項目までしか表示さ 
れません。還ネ尺したい項目が表示され 
ていない場合は、力ーソルキーでリス 
卜をスクロールさせてから選択してく 
ださい。 


Windows Terminal Server セツトアップ 


コンピュータの製造元から提おされたデバイスサポートディスクを使用して. 
Windows NT で使用するコンピュータを構成します。 

巧の^覧からコンピュータの種類を選巧するか. ESC キーを押して前の画面に 
戻ってください。 


Express 游 00/140HC 
Express 5800 /140Rb-4 


Enter= 選が ESC= れンセル F3= 終了 


大容■記憶装置のセツトアップ 


Windows NT 4.0 /TSE HAL の置き換え 
後、「セットアップはシステムにインス 
I '''ールされている 1 つ上の大容量記憶装 
置の種類を判断できませんでした」という 
メッセージと選択画面が表示されます。 
選択画面が表示されなかった場合は、 

く F 6> 羊一が正しく押されていません。 

く F 3> 羊一を押してセットアップを終了 
し、もう一度システムの電源を ON し直し 
てから始めてください。 


Windows Terminal Server セツトアップ 


セットアップはシステムにインストールされている1つな上の大容量記憶 
装置の種類を判断できませんでした。または.アダプタの手動指まが選が 
されています。巧の大容量記憶装置をサポートするドライバを読み込みます： 


•Windows Terminal Server で使用する SCSI アダプタ. CD-ROM ドライブ.特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合.および大容量記憶装置の製造 
元から提巧されたデバイスサポートディスクがある場合は S を巧して 
ください。 

• 大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
をい場合.または Windows Terminal Server で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
をい場合は Entei •キーを押してください。 


S= デバイスの追加指定 Enter= 続行 F3= 終了 


1 .< s > キーを 押す。 


Windows Terminal Server セツトアップ 


セツトアップはシステムじインストールされている1つな上の大容量記憶 

管養?喫 ミ 蘇 IIJ 攝。 & 蘇な耗巧 II 殼難す: 


•Windows Terminal Server で使用する SCSI アダプタ. CD-ROM ドライブ.特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合.および大容量記憶装置の製造 
元から提巧されたデバイスサポートディスクがある場合は S を押して 
ください。 

•大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
か、場合.または Windows Terminal Server で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
をい場合は Entei •キーを押してください。 


S= デバイスの追加指定 
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2. [その他]を選び、 <Enter> キーを押す。 


3. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER #1」をフ □、ソ ピー 
ディスクドライブにセットし、 <Enter> 
キーを押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 


4. [Adaptec Ultra 160/m Family PCI SCSI 
Controller] を選び、 <Enter> キーを押 
す。 

手順1の画面に戻ります。 

5. 装置にディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -53A/64) を装着している場合は、手順1〜3を繰り 
返し、 SCSI アダプタリストか 61U 下を選択し、 <Enter> キーを押す。 

N 8103-己 3A 接続時： [Mylex AcceleRAID 160/352 Disk Array Controller] 

N81 03-64 接続時： [MegaRAID NT4.0 RAID Driver] 

じ(降の作業はメッセージに従ってください。 


その他の設定 

大容量記憶装置のセットアップ完了後は、メッセージに従って作業を続けてください。 
インストールの詳細については、「ファーストステップガイド」を参照してください。 
作業を続けていくと Windows NT 4.0 / TSE のファイルをインス I ルするディレクトリを 
を入力する画面が表示されます。ディレクトリをを入力してく Erite 「> キーを押します。 
Windows NT 4.0 / TSE のファイルが八ード デイ スクじコピーされます。 


Windows NT 4.0/ TSE セットアップ画面での設定 

1. ファイルのコピーを終了後、メッセージに従ってフ□、ソピーディスクと CD-ROM を取り化す。 

システムを再起動すると、[ディスクの挿入]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2. Windows NT 4.0/TSE CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットする。 

3. CD-ROM ドライブのアクセスランプの点滅が終わってか6、 [OK] ボタンをクリックする。 

じ(降は、画面の指示(こ従いセットアップしてください。詳細については、「ファーストステップガ 
イド」を参照してください。 


Windows Terminal Server セットアップ 

巧の一覧から使用する SCSI アダプタの種類を選巧するか.アダプタの製造元から 
提供されたデバイスサポートディスクがある場合は[その他]を選巧してください。 


Olivetti ESC-1/ESC-2 SCSI Host Adapter 

QLogic PIC SCSI HOST Adapter 

MKEPanasonic CD-ROM Controller 

Sony Proprietary CD-ROM Controller 

UltraStor 14F/14FB/34F/34FA/34FB SCSI Host Adapter 

UltraStor 24F/24FA SCSI Host Adapter 
その他 




Enter 二遽択 ] 

ESC= キャンセル F3= 終了 
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•L 励 

• セットアップの途中で「システム修復ディスク」を作成する画面が表示されます。「システム 
修復ディスク」は、重要なシステムファイルが損傷した場合にファイルを復元するために使 
います。 

「システム修復ディスク」は、セットアップ中でもセットアップ後でも作成できます。セッ 
トアップ中に「システム修復ディスク」を作成する場合は、この画面で[はし、]ボタンをクリッ 
クします。セットアップの後の段階でフロッピーディスクを挿入するように求めるメッセー 
ジが表示されます。 3.5 インチフロッピーディスクを1枚用意してください。セットアップ後 
に作成する場合は、「システム修復情報の更新」 （48 ぺータを参照してくださし、。 

参セットアップの途中でネットワークドライバのインストールを行うステップがあります。 
セットアップが完了した後でもインストールすることができます。この後の「ドライバのイ 
ンストールと詳細設を」でセットアップ中でのネットワークドライバのインストール方法と 
セットアップ後のインストール方まを説明しています。参照してください。 


システムのアップデート 

システムを再起動後、システムをアップデートしてください。 

Windows NT 4.0 /TSE 用の Service Pack 4 を適用した後、51ぺージの「システムのアップ 
デー ト」に従ってシステムをアップデートしてください。 

H-O • Terminal Server Edition 用の Service Pack を適用してください 。 Windows NT 
4.0用 Service Pack は適用しないでください。 

• システム構成を変更した場合も再起動ずる前に必ずシステムのアップデートをしてくだ 
さい。（システム構成を変更した後、再起動を促ずダイア□グボックスび表示される場 
台は[いいえ]ボタンをクリックし、システムをアップデートしてください。） 

• 「システム修復ディスク」を使用してシステムを修復した場合も必ずシステムをアップ 
デートして < ださい。 


ドライバのインス I ルと詳細設定 

0 S のセットアップの後、各種のドライバのインス I -ールとセットアップを行います。 
ここで記載されていないドライバのインストールやセットアップじついてはドライバに添付 
の説明書を参照してください。 


ネットワークドライバ 

標準装備のネットワークのドライバは Windows NT 4.0 /TSE のインストール中にインス 
トールすることをお勧めします (Windows NT 4.0 /TSE をインストールした後でもインス 
I -ールできますが、インス!-ール後にシステムのアップデート （51 ページ)をやり直さなけれ 
ば正し < 動作しません)。 

オプションのネットワークボードのドライバじついてはこの後の r オプションのネットワー 
クボードのドライバ」を参照して、 Windows NT 4.0 /TSE のインス I ルが終了した後にイ 
ンストールしてください。 
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• 標準装備のネットワークドライバ 

標準でネットワークポートを2つ用意しています(装置背面じあります)。このネットワー 
クポートを使用するために次の手順に従って専用のネットワークドライバをインストー 
ルします。 


ー ドライバをインストールする際には 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 

EXPRESSBUILDER 」 が必要です。日 2 ぺージを参照して作成してください（すで(こ作成 
している場合は、作成し直す必要はありません)。 


<0 S のインストール中にネットワークドライバをインス I -ールする場合> 

Windows NT 4.0 / TSE のインストール中に「[橫索開始]をクリ、ソクするとネットワー 
クアダプタの模索を開始します。 」というメッセージの入ったダイア□グボックスが表示 


されます。 


1 . [一覧か6選択]ボタンをクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア□グ 
ボックスが表示されます。 


3.「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER #2」をフ□ッピ ー 
ディスクドライブにセツトする。 


4. 「 A :¥ RS 己 03 C 」 と人力し、 [0 K ] ボタンを 
クリ、ソク する。 

[ OEM オプションの選択]ダイア□グボ、ソ 
クスが表示されます。 


己. [ Intel ( R ) PRO Adapter ] をクリックし、 
[ OK ] ボタンをクリックする。 


6 . [一覧か6選択]をクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

7. [ディスク使用]をクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア□グボックスが表示されます。 

8 . 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER #3」をフ□、ソピーディスクドライブ(こ 

セツトする。 
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9. 「 A :¥ RB 31 C 」 と入力し、 [ OK ] をクリックする。 

[ OEM オプションの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 


10. [ Intel ( R ) PRO / 1000 Adapter ] をクリックし、 [ OK ] をクリックする。 

11. 「Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESS 目 ULDER #2 」をフ□、ソピーディスクドライブ(こ再 
セットし、[次へ]をクリックする。 

12 . [セットアップメッセージ]ダイア□グボックスが表示されるまで、[次へ]を何回かクリックする。 

13. 「Windows NT 4.0 OEM - DISK for EXPRESSBUILDER #3」をフ□、ソピーディスクドライブに 
再セットし、 [ OK ] をクリックする。 

14. [ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□グボックスが表示されます。 [0 K ] をクリックする。 
iU 降、設定するプロトコルやサービスに従って<ださい。 

•L 回 

サービスの追加にて、[ネットワーク モニタ] を追加することをお勧めします。[ネットワークモ 
二 夕]は、[ネットワーク モニタ] をインストールしたコンピュータが送受信するフレーム（または 
パケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。イン 
スト— ルの 手順は、49ぺージを参照してください。 



インス I ルした2つのネットワークドライバは、それぞれ転送速度と Duplex モードの設定び 
必要です。 OS のインストール繳こ、[コント□—ルパネル]の[ネットワーク]をダブルクリック 
した後、ネットワークドライバの [ lntel ( R ) PROSetll ] ダイア□グボックスを表示させ、 
Adapter 別に次の画面を表示させて Speed と Duplex の値をそれぞれ HUB の設定値と同じ値 
に設定してください。 

• Intel 82己己 x-based PCI Ethernet Adapter (10/100) 

[ Advanced ] タブをクリックし、 [Link Speed & Duplex ] で設定ずる。 

• Intel ( R ) PRO /1 000 XT Server Adapter 

[Link Confi 呂]タブをクリックした画面内で設定ずる。 

<0S のインス I -ール後にネットワークドライバを削除後、再インス I -ールする場合> 

1 . スタートメニューから[設定]をポイントし、[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックスが表示されます。 

3. [アダプタ]タブをクリックし、[追加]ボタンをクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

4. [ディスク使用]ボタンをクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

己. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER #2」をフ□、ソピーディスクドライブに 

セツトする。 
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巨. 「 A :¥ RS 己 03 C 」 と入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする。 

[0 E M オプションの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

7. [ Intel ( R ) PRO Adapter ] をクリックし、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックス(こ戻ります。 

8 . 再度[追加]をクリックする。 

[ネットワークアダプタの選択]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

9. [ディスク使用]をクリックする。 

[フ□、ソピーディスクの挿入]ダイア□グボックスが表示されます。 

10. 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER #3」をフ□、ソピーディスクドライブに 

セットする。 

11. 「 A :¥ R 目 31 C 」 と入力し、 [0 K ] をクリックする。 

[ OEM オプションの選択]ダイア□グボックスが表示されます。 

12. [ lntel ( R ) PRO / 1000 Adapter ] をクリックし、 [0 K ] をクリックする。 

[ネットワーク]ダイア□グボックス(こ戻り、 [ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□グボックスが表示され 
ます。 

13. [0 K ] をクリックする。 

14. 「Intel 825日 x-based PCI Ethernet Adapter (10/ 100)」を選択し、[プ □パティ] をクリ、ソクする。 
ネットワークアダプタの [ lntel ( R)PROSet II ] ダイア□グボックスが表示されます。 

1己. [ Advanced ] タブをクリ、ソクし 、 [Link Speed & Duplex ] を HU 目の設定に合わせる。 

16. 続けて、 nntel ( R ) PRO /1000 XT Server Adapte 」 をクリックする。 

17. [Link Config ] タブをクリックし、 Speed と Duplex の値を同様(こ設定する。 

18. [0 K ] をクリックする。 

19. [閉じる]をクリックする。 

プロトコルの種類などじよっては、ここでネットワーク情報の入力が/必要になります。 

20. ネットワークアダプタのインストール終了後 、 「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #3」をフ□、ソピーディスクドライブか6取り化す。 

21 . [ネットワーク設定の変更]ウィンドウで[はい]をクリックし、システムを再起動する。 

22. 日1ぺージの r システムのアップデート」を参照して、システムをアップデートする。 

回 

ネットワークドライバのインストール後、[ネットワーク モニタ] をインストールすることをお勧 
めします。 [ネット ワーク モニタ] は、 [ネット ワーク モニタ] をインストールしたコンピュータが 
送受信するフレーム（またはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がな 
どに有効なツールです。インストールの手順は、49ぺージを参照してください。 
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参オプションのネットワークドライバ 

オプションのネットワークボード ( LAN ボード）を使用している場合は、ボードに添がさ 
れている説明書を参照してドライバをインス I -ールしてください。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準で装備されているグラフィ 、ソ クスアクセラレータを使われる場合は、 W 下の手順に従っ 
てドライバをインス I -ールしてください。オプションのグラフィックスアクセラレータボー 
ドを搭載して使われる場合は、そのボードに添付の説明書に従ってドライバをインストール 
してください。 

I M-O 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場台も再度ドライバをインストールしてくださ 
い。 


1. CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2. スタートメニューの[プ□グラム]か 6 [Windows NT エクスプ □- ラ]をクリ、ソクする。 

3. 「< CD - R 0 M のドライブレター>:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ NT 4¥ DISK 1」ディレクトリ内の 
に ETUP . EXE 」 アイコンをダブルクリックする。 

4. メッセージに従ってインストール作業を進める。 

途中で rat に mpad . sys 」 のファイルの格納先の人力を要求されます。 

己.レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ NT 4¥ D に K 2」 と指定する。 

同様に ratipuixx . dIU のファイルの格納先の入力を要求されます。 

巨.レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ NT 4¥ DISK 3」 と指定する。 

7. CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り化し、画面の指示(こ従ってシステ 
ムを再起動する。 


インストール完了後の作業 

W 上でインス!-ールとセットアップは完了です。すべてのセットアップが完了したら、次の 
セットアップを行ってください。 

• 障害処理のためのセットアップ (46 ページ） 

• 管理ユーティリティのインストール （50 ページ） 

• システム情報のバックアップ (33 ページ） 
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